
H31-35 淀川河川公園運営維持管理業務 

令和４年度業務評定 
【概要】 

公園名 淀川河川公園 

所在地 大阪市福島区海老江三丁目・四丁目・六丁目並びに大阪市北区大淀北二

丁目（海老江地区）～京都府八幡市八幡在応寺地先（背割堤地区） 

事業者 H31-35 淀川河川公園運営維持管理業務 淀川河川公園マネジメント共

同体（共同体代表者）一般財団法人 公園財団 

履行期間 自；令和２年２月１日  至；令和６年１月３１日 

評価対象年度 令和４年度 

【目標達成状況】 

目標指標 事業者が設定した 

目標値 

達成状況 備考 

① 公園利用者数 年間 557万人 年間 480万人 

 

新型コロナ感染状況を踏

まえ（参考値）とし、達成状

況は判定しない。 

② 利用者満足度 年間 90％ 年間 95％ 

 

 

③ 情報受発信 

 マスコミ報道件数 

 ＳＮＳ発信件数 

 

年間 126件 

年間 370件 

 

年間 243件 

年間 634件 

 

④ 多様なプログラム

の提供（開催回数、

延べ参加人数） 

年間 21回以上 

年間 4,300人以上 

年間 77回 

年間 5,053人 

 

新型コロナ感染状況を踏

まえ（参考値）とし、達成状

況は判定しない。 

【運営状況】 

評価内容 

事業者が設定した目標値の一部未達成はあるものの、全体として公園利用者に

対するサービス提供や安全・安心の確保、公園施設の維持管理など、多岐にわ

たる業務について、年間を通して適正に行っている。 

評価ランク 優 ・ 良 ・ 可 ・ 不可 

特記 

事項 

特に評価 

すべき 

事項 

長期化するコロナ禍対応のため BCP計画を策定し安定的な公園運営体制を整え

た。 

改善が望ま

れる事項 

コロナ禍で開催される「さくらまつり」については、まつりの魅力増進、情報

発信・広報の工夫に引き続き取り組む事が課題である。 

今後の 

課題等 

コロナ禍での公園の魅力増進、情報発信などの工夫が必要である。 

備 考 
 

 

 


